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アウンコンサルティング株式会社  

 

 

 

 

 

 

アウンコンサルティング株式会社（東証マザーズ：2459、本社：東京都文京区、代表取締役：信太明、以下

アウンコンサルティング）は、このたび、日本の TPP※参加を巡り、7月からの交渉参加にめどが立ったという見

方が出たことから、すでに海外へ輸出、販売、サービス提供している日本の上場企業 1,075 社をピックアップ

し、企業サイトの海外対応の状況を調査しました。 

 

※TPP（環太平洋パートナーシップ協定）・・・アジア太平洋地域において高い自由化を目標とし、非関税分野

や新しい貿易課題を含む包括的な協定として、現在11ヶ国（シンガポール、ニュージーランド、チリ、ブルネイ、

米国、オーストラリア、ペルー、ベトナム、マレーシア、メキシコ、カナダ）で交渉が行われている（外務省資料

「環太平洋パートナーシップ（TPP）協定交渉」を参照）。参加には全参加国の同意が必要。 

 

 

 

日本のTPP参加について、判断を保留していた米国、カナダ、オーストラリア、ニュージーランドの 4ヶ国の

うち、大きな影響力を持つ米国との事前協議で大筋合意したことで、残る 3 ヶ国からも近く同意を得られるめど

が立ったため、「TPP 全交渉国と合意へ」という報道が大きくされました（2013/4/9 現在）。米会議で参加が認

められれば、全交渉参加国の承認を得て、日本は７月にも交渉に参加することになります。日本の TPP 参加

が現実となれば、日本企業のグローバル化は急激に加速していくことが予測されます。こういった背景を踏ま

え、インターネットマーケティングを手掛けるアウンコンサルティングでは、Web サイトからみる日本企業のグロ

ーバル化の現状を緊急調査したものです。 

 

今回の調査結果によると、海外進出している上場企業の英語サイト保有率は9割を超え、英語サイトについ

ては大半の企業がすでに対応をしていました。また、その他の言語についても、海外進出国にあわせて、ヨー

ロッパやアジア諸国の言語にも、3割の企業が対応していることが分かりました。その内、中国語の割合が6割

を超えていることから中国市場への関心の高さがうかがえます。中には、ガーナ共和国のトウィ語、スリランカ

のシンハラ語、英国のウェールズ地方のみで話されるウェールズ語など、普段日本ではあまり馴染みのない

言語に対応したサイトも見られました。以下、調査結果となります。 

 

 

 

 

 

 

リサーチ 

海外進出している上場企業1,075社、企業サイトの多言語化状況調査 

【TPP 緊急アンケート】 企業サイトの多言語化状況調査を実施 

～上場企業の英語サイト保有率は 9割以上～ 
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■上場 1,075 社の企業サイトの多言語化状況 

 

1. 英語サイトの保有状況 

 

 

 

・「会社概要」ページの有無 

 
 

・「IR」ページの有無 

 

 

 

 

2. 英語サイトを保有している企業の各ページ 

保有状況  

 

 

 

 

・「サービス」ページの有無 

 

 

4. 英語以外の多言語サイト保有状況 

 

3. 英語サイトを保有している企業のページ別保有状況 

※アウンコンサルティング調べ 
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5. 企業サイトに使用されている英語以外の言語ランキング  

    *英語以外の言語サイトを持つ企業対象（n=475） 

NO 言語 サイト保有率（％） 

1 中国語 60.0% 

2 韓国語 8.0% 

3 タイ語 5.7% 

4 スペイン語 3.4% 

5 フランス語 2.9% 

6 チェック語 2.1% 

7 ドイツ語 2.1% 

8 トウィ語 2.1% 

9 インドネシア語 1.5% 

10 ブルターニュ語 1.3% 

11 サングロ語 1.1% 

12 ナウル語 1.1% 

13 ビルマ語 1.1% 

14 ポルトガル語 1.1% 

15 ロシア語 0.8% 

16 イタリア語 0.6% 

17 オランダ語 0.4% 

18 クロアチア語 0.4% 

19 スウェーデン語 0.4% 

20 ハンガリー語 0.4% 

21 ポーランド語 0.4% 

22 アイスランド語 0.2% 

23 ウェールズ語 0.2% 

24 ウクライナ語 0.2% 

25 エストニア語 0.2% 

26 サンスクリット語 0.2% 

27 シンハラ語 0.2% 

28 セルビア語 0.2% 

29 トルコ語 0.2% 

30 ネパール語 0.2% 

31 ノルウェー語 0.2% 

32 フィンランド語 0.2% 

33 ベトナム語 0.2% 

34 マルタ語 0.2% 

35 ラトビア語 0.2% 

36 ルーマニア語 0.2% 
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海外進出している上場企業 1,075 社、企業サイトの多言語化状況調査 

 

【調査概要】 

・ 調査対象：海外へ輸出、販売、サービス提供している日本の上場企業 1,075 社 

※ 出 典 ：会社四季報 2013 年 2集（東洋経済新報社） 

※ 上場区分 ：ジャスダック、大証、東証、東証 2部、東証マザーズ、福証、名証 

・ 調査方法：上場企業 1,075 社の企業サイトの「会社概要」ページ、「サービス」ページ、「IR」ページの英語

およびその他言語への対応状況を調査。 

・ 調査期間：2013 年 4月 1日（月）～2013 年 4月 10 日（水） 

・ データ引用について： 

本リリースに掲載しておりますデータを記事にて引用される場合は、「アウンコンサルティング調べ」と 

出典を明記していただきますようお願いいたします。 

 

 

■アウンコンサルティングについて 

Webマーケティングの先駆けとして 1998年に設立したアウンコンサルティング株式会社（東京都文

京区）は、東京、沖縄、韓国、台湾、香港、タイ、シンガポールの 7拠点を展開し、PC、スマホやソーシャルメ

ディアに対応した SEO（検索エンジン最適化）、PPC（リスティング広告）、ネットリサーチ、64 言語に対応した

翻訳などのグローバルマーケティング支援を行っております。 

 

【当社の情報サイト】 

翻訳見積サイト ： http://www.aunlan.com/ 

海外進出情報サイト： http://www.globalmarketingchannel.com/ 

SEO情報ポータル ： http://www.seo-ch.jp/ 

 

■当プレスリリースに関するお問い合わせ 

広報担当： 武蔵（むさし） 

TEL：03-5803-2776  FAX：03-5803-2750 

URL：http://www.auncon.co.jp   MAIL： sp@auncon.co.jp 

 

調査概要 

Rankignu  

Nituei 

 


